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町
民
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肥
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１
の
混
ん
で
　
木
場
訛
り
で
売
リ
ィ
来
る

手
の
混
ん
で
　
捜
査
は
ハ
ズ
ル
組
む
如
た
る

手
の
混
ん
で
　
素
人
じ
ゃ
無
理
な
株
操
作

万
々
歳
　
歓
呼
の
声
に
湧
く
拝
賀

共
の
時
　
親
も
陛
‐――‐
も
邪
魔
だ
っ
た

手
の
混
ん
で
　
１
の
絵
＝
記
に
た
ま
が

っ
た

そ
の
時
　
切
符
買
う
と
り
ゃ
無

ァ
命

男

っ
て
　
ロ
マ
ン
は

っ
か
り
追
い
か
く
る

共
の
時
　
妬
が
気
怯
の
電
話
＝

万
々
歳
　
．．
途
川
で
い
タ
ー
ン

肩
レ

窓
叩
く
誰
ぞ
木
枯
し
の
い
た
づ
ら
か

初
紅
業

一
日
の
旅
の
一
日
暮
れ

藁
束
に
残
れ
る
稲
穂
妻
は
採
り

冬
ざ
れ
に
生
気
薄
ら
ぐ
過
疎
の
村

忘
年
を
望
年
と
呼
び
酒
う
ま
し

年
賀
状
書
く
手
も
氷
る
夜
寒
か
な

洗
い
上
げ
ト
ラ
ク
タ
格
納
農
納
め

弾
き
初
の
揆
の
さ
ば
き
に
砕
ふ
心
地

着
ぶ
く
れ
て
刻
に
遅
れ
じ
初
旬
会

乗
り
初
の
車
に
飾
り
な
か
り
け
り

元
旦
も
二
人
さ
び
し
く
居
蘇
を
汲
む

内
孫
に
一
男

一
女
福
寿
草

茜
さ
す
祖
母
連
山
や
初
鵜

（一゙」
）
（山一則）

ヽ
‥
Ｔ
Ｊ

ン

´

お

い
・
ヽ

-12月 31日 現在―

9,147人 晏 I:1::;:炎

11=′計数・・…・………… 2,586

転入 24  出生  9

転出 17  死亡  9

報

句
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岡
本
　
琴
司

林
田
　
一
声

山
村
　
不
覚

松
野
　
笑
声

田
上
黙
公
子

馬
原
　
馬
笑

石
田
　
詩
朗

二
子
石
探
訪

林

　

不
忘

浦
塚
　
南
天

阿
部
タ
ツ
エ

後
藤
や
よ
い

森

　

政
隆

本
田
　
訓
子

後
藤
　
法
絶

白
石
　
政
憲

後
藤
　
春
嵐

熊
谷
　
紫
雲

野
尻
さ
だ
む

野
尻
　
誓
道

瀬
井
て
る
女

熊
谷
起
代
女

草
村
　
鶴
代

●●
″
国
鉄
高
森
線
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
″

阿

蘇

地

方

に

豪

雪

阿
蘇
地
方
は
こ
こ
数
日
ら
い
水
点
下
五
、
六
度
の
き
び
し
い
実
さ
。
こ
の

水
波
で
本
町
で
も
時
な
い
ぬ
人
雪
が
降
り
、
あ
た
り

一
面
が
す

っ
ば
り
深
い

■
１■
社
ゎ
れ
ま
し
た
。
積
雪
は
平
均
三
―
八
考
。
山
東
部
で
三
十
考
か
ら
五

―
●
。
そ
の
た
め
、
ど
の
家
も
道
路
や
家
の
川
田
の
雪
か
き
に
忙
‐
ンそ
う
で

し
た
。
県
、
町
Ｌ
木
で
は
グ
レ
ー
ダ
や

ン
コ
ベ
ル
ト
ー
ザ
ー
を
出
動
さ
せ
、

主
要
道
路
の
除
雪
ド
ル
リ
回

っ
て
い
ま
―
た́
。 あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

◎
町
社
会
福
祉
協
議
会

香
　
典
　
返
　
し

▽
熊
本
市
の
吉
岡
恭
子
さ
ん
か
ら

（伯
母
、
桐
原
ト
ョ
さ
ん

。
７８
歳
死

去
）

森
の
相
馬

一
男
さ
ん
か
ら

モ
ト
エ
さ
ん

。
８９
歳
死
去
）

。
東
中
原
の
山
崎
ア
ツ
エ
さ

▽  ▽
上 ⌒ 高
色 母 森
見 ｀ 。

舞
初
の
扇
の
要
狂
ひ
な
し

初
旬
座
の
隣
り
合
せ
に
お
弾
き
初
め

帰
省
し
て
期
待
の
凧
を
揚
ぐ
る
孫

弾
き
初
の
幸
や
ぐ
色
に
村
の
春

ポ
ケ
ッ
ト
に
成
人
の
日
の
夢
浴
れ

馬
原
そ
の
女

草
村
あ
つ
代

熊
谷
　
つ
子

野
尻
　
里
女

長
友
た
つ
子

ん
か
ら

（夫
、
政
次
さ
ん

。
６６
歳
死
去
）

Ｖ
高
森

・
昭
和
の
Ⅲ
Ｉ‐
―
‐
―
さ
ん
か
ら

（
長
男
、
長
さ
ん

。
３８
茂
死
去
）

マ
永
野
原

・
大
檎
木
の
　
・
ｌｉ
藤
助
さ
ん
か

ｏゆ
（′
、
五
女
さ
ん

。
４９
歳
死
去
）

一　
般
　
寄
　
付

▽
含
蔵
寺
子
供
序
禅
会
か
わ
企

．
封

▽
Ｌ
色
見

・
洗
川
の
林
末
時
さ
ん
か
ら

火
災
見
舞
の
返
礼
に
か
え
て
金

´
封

０
老
人
ク
ラ
ブ

▽
高
森

・
森
の
相
馬

一
男
さ

ん

か

ら

「わ
か
ば
会
」

へ
金

一
封

▽
永
野
原

。
大
仲
野
の
小
椋
ク
ラ
さ
ん

か
ら

「明
寿
会
」

へ
金

一
封

▽
高
森
下
町
の
二
子
石
か
を
る
さ
ん
か

ら

「下
町
楽
友
会
」

へ
金

一
封

◎
社
会
福
祉
施
設

「高
森
寮
」

▽
色
見
婦
人
会
か
ら
タ
オ
ル
と
ぞ
う
き

ん
を
多
数

▽
高
森
町
農
協
婦
人
部
か
ら
タ
オ
ル
を

多
数

▽
高
森

・
津
留
の
津
留
敏
光
さ
ん
か
ら

も
ち
米

訂
正
と
お
わ
び

五
十
八
年
十
二
月
号
十
ベ

ー

ジ

の

「
お
め
で
た
お
く
や
み
」

「
ご
寄
付
」

欄
の
佐
藤
光
國
さ
ん
の
住
所
が
森
と
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
旭
通
り
の
誤
り
で

し
た
。

S58.12.19～ 12.31受 付

生】

(保護者)

小林 IE一

岩下 節夫

島田 泰三

津留 康憲

(出 生児)(性別)(卑月告)

【出

(住所)

ド ロ
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東中原
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森
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３
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４
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力

順
峰

馬場
赤
＜

夫
妻

藤
　
医

院

０

０

０

１

９

野
　
病
　
院

（０
０
１
１
１

林
　
医
　
院

②
０
０
７
５
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医
　
院
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６
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医
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医
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０
９

諭
宅 7
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月
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2

月
火
事

・
救
急
車
は
雪
１
１
９

ヘ

お も な 内 容

婚】

(氏名)

11

日

♂ 東 8馬 ♂ 平 ♂ 小 ♂ 立 ♂ 後
(住所)

夫 高 森 旭
子  ″

12.23

診療 は午前 9
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□ 57年度決η こう使われた 23億7,400万 円……(2)(3)

□ 納税相談のご利用を………………………………………(4)

□ 晴れやかに成人式… ………… … ……… ……………(5)

□ 人人の白覚と決意新たに

(新成人の意見発表から)…………………(6)

「]| |li森 百景 (越敷岳Ⅲ …・…… …  …… ……(7)
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五
十
七
年
度
の
わ
が
町
の

″家
計
簿
は
ど
う
な
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
″
十
二
月
定
例
町
議
会
で
、　
一

般
会
計
の
ほ
か
、
四
つ
の
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決

算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
が

納

め

た
税

金
、
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
、
国
や
県
か
ら
の
補
助

金
が
ど
の
く
ら
い
入
り
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の

か
、
こ
れ
ら
の
内
容
を
図
表
を
使
っ
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。　
一
般
会
計
で
は
、
歳
人
決
算
額
二
十
四
億
六

千
八
百
八
十
二
万
四
千
円
、
歳
出
決
算
額
二
十
三
億

七
千
四
百
万
七
千
円
と
、
庁
舎
及
び
林
業
総
合
セ
ン

タ
ー
の
建
設
な
ど
大
き
な
事
業
が
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
九
千
四
百
八
十

一
万
六
千
円
の
経
り
越
し

と
な
り
ま
し
た
。

た
一
　

ワ

れ
総
面
積
百
七
十
五

・
四
三
十
方
キ
ロ、

こ
の
広
大
な
地
域
を
有
す
る
高
森
町
の

一
層
の
発
展
を
望
お
こ
と
は
、
町
挙
げ

て
の
共
通
し
た
合
言
業
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
そ
の
弊
栄
が
永
遠
に
続
く
基
礎
作

り
あ
糸
日
を
見
出
す
こ
と
に
問
題
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
全
町
民
が

一
体

と
な
り
、
糸
日
の
発
見
に
ま
い
進
し
、

努
力
す
る
こ
と
が
、
大
切
な
行
動
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

何

一
つ
行
う
に
し
て
も
必
ず
障
害
が

つ
き
ま
と
う
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
こ

と
で
、
社
会
の
厳
し
さ
を
改
め
て
痛
感

さ
せ
ら
れ
ま
す
。

「
な
せ
ば
な
る
、
な

ら
ぬ
は
己
が
な
さ
ぬ
な
り
」
誠
に
右
り

難
い
言
葉
で
も
あ
り
、
苦
し
く
も
あ
る 歳 入 総 額

24億6,882万円

繰 越 金
1億6,463万 円
(6.7%)

木材引取税

880万円 (3.1%)
軽自動車税
485万 円(1.7%)

「
°‐~~‐°

24億6,882万 円
23億7,4∞万円

ｒ

‐

‐

‐●●

中
、
祭
場

矢

津

田

　

一員

言
葉
で
す
。
強
い
信
念
と
努
力
、
勇
気
、

実
行
力
の
必
要
性
を
教
わ
っ
た
思
い
で

す
。
こ
れ
が
事
を
行
う
基
本
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
無
理
を
す
れ

ば
無
理
の
答
え
が
出
る
、
放
漫
で
あ
れ

穏
や
か
な
初
冬
の
一
日
、
婦
人
講
座

受
講
生
九
名
は
、
俳
句
に
つ
い
て
そ
の

心
や
作
り
方
を
勉
強
し
ま
し
た
。

皆
初
め
て
の
句
作
で
し
た
が
、
三
つ

の
約
束
ご
と
、
す
な
わ
ち

ば
放
漫
の
答
え
が
出
る
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。
人
間
は
死
ぬ
ま
で
勉
強
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
私
案
を

一
つ
申
し
上
げ
て
み

た
い
Ｌ
存
じ
ま
す
。
ま
ず
現
行
の
農
産

物
出
荷
が
、
価
格
を
外
部
の
市
場
に
依

頼
し
て
い
る
形
を
、
町
内
に
青
空
直
売

市
場
を
設
置
し
、
流
通
雑
費
な
ど
を
省

き
、
外
部
の
卸
し
売
り
業
者
、
小
売
り

業
者
と
ふ
れ
あ
い
市
場
と
し
、
注
文
に

応
じ
事
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
特
産
品

の
生
産
に
努
め
る

一
方
、
阿
蘇
外
輪
山

九
カ
町
村
を

バ

ッ
ク
に
飢

光
化
を
進
め

外
来
客
の
集

り
場
と
も
な

れ
は
商
店
街

の
繁
栄
に
も

結
び
付
き
、

将
来
性
に
望
ま
し
い
こ
と
か
と
信
じ
る

し
だ
い
で
す
。

事
は
大
き
い
問
題
で
す
。
何
か
の
シ

ス
テ
ム
を
作
り
出
し
半
歩
で
も
発
展
に

近
寄
り
た
い
も
の
で
す
が
、
そ
の
実
を

Ｃ
五

・
七

・
五
の
十
七
文
字

②
季
題
を
入
れ
る

０
あ
り
の
ま
ま
を
素
直
に
―
―

を
心
掛
け
な
が
ら
詠
ん
で
頂
き
ま
し

た
。

昨
年
末
の
二
十
六
Ｈ
、
不
慮
の
出

火
に
際
し
ま
し
て
、
皆
様
に
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
ま
た
消

防
団
の
方

々
に

は
献
身
的
な
消

火
作
業
に
努
め

て
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
中
し
上
げ

ま
す
。

そ
の
う
え
、
各
方
面
か
ら
た
く
さ

ん
の
お
見
舞
い
ま
で
い
た
だ
き
、
な

ん
と
も
お
礼
の
中
し
上
げ
よ
う
が
あ

り
ま
せ
ん
。
実
は
早
速
、
戸
別
に
お

〓
　

一一　

一一　

一一　

一一
　

伺

い

し

て

お

礼

出
人
の
お
詫
び
と
お
礼

を
中
し
述
べ
る

の
が
本
竹
で
す

「暮
ら
し
の
中
の
俳
句
」

町
教
育
委
員
長
　
山
　
暑
側
　
・文
　
子

(過去 5年間)

歳 入

の他

使用料及び
手 数 料

車    両

乗  用  卓
|[1物 自動 |「

地方譲与税
4,304万円
(1.7%)

繰 入 金
4,582万 円
(1.9%)

電気税

1,595万 円(5.5%

20

15

円

５

億

２

次
の
グ
ラ
フ
は
高
森
町
が
各
種
事
業

を
行
な
う
た
め
、
国

。
県

。
そ
の
他
の

機
関
か
ら
の

″借
金

（地
方
債
）
″
の

借
り
入
れ
先
と
現
在
高
を
示
し
た
も
の

で
す
。
こ
れ
を
町
民

一
人
当
り
に
す
る

と
三
十
二
万
四
千
六
百
円
と
な
り
ま
す
。

自動車取得税交付金
分担金及び負担金

・

諸収入1億245万 円(4.1%)

総額20億516万円

建 物

財産収入
3,994万円
(1.6%)

共済組合812万 円
熊本県
億2,310万 円

●  θ

挙
げ
る
こ
と
は
な
か
な
か
容
易
な
こ
と

で
は
あ
―，
ま
せ
ん
。
発
展
に
近
寄
る
に

は
、
ま
ず
ど
ん
な
方
法
を
選
ぶ
の
か
が

必
要
で
す
が
、
個
人
で
は
ど
う
に
も
な

ら
な
い
大
き
な
問
題
だ
け
に
、
組
織
の

力
以
外
に
な
い
と
信
じ
る
し

だ

い

で

す
。
町
挙
げ
て
の
力
の
結
集
が
ま
ず
必

要
か
と
存
じ
ま
す
。
そ
の
中
で
■
に
無

く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
力
は
、
将
来

町
を
担
っ
て
頂
く
後
継
者
の
方
々
が

一

心
同
体
と
な
り
立
ち
上
が
っ
て
順
け
た

ら
そ
の
実
現
も
夢
で
は
な
い
と
信
じ
て

い
ま
す
。

失
礼
中
し
上
げ
ま
す
が
、
近
い
将
来

い
つ
の
日
か
、
そ
の
時
の
来
る
の
を
心

か
ら
期
待
し
、
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

一投
稿
要
領
】

「
み
ん
な
の
広
場
」
は
、
み
な
さ
ん

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
原
稿
で
綱
集
す
る
ペ

ー
ジ
で
す
。
身
近
か
な
話
題
や
、
で
き

ご
と
、
提
言
な
ど
を
お
待
ち
―
ま
す
。

四
百
字
詰
原
稿
用
紙

．
′
二
枚
に
ま

と
め
、
役
場
企
画
課
広
躍
係

へ
お
送
り

く
だ
さ
い
。
Ｌ
名
希
望
の
方
は
そ
の
旨

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
、
氏
名

の
な
い
も
の
は
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

〇
枯
芝
に
子
ら
ま
ろ
び
つ
つ

遊
び
お
り

Ｏ
千
柿
の
乾
き
見
上
げ
つ

子
等
帰
る

Ｏ
寄
鍋
を
つ
つ
く
み
ん
な
の

手
の
赤
し

〇
世
話
ご
と
の
疲
れ
も
あ
り
て

年
の
暮

０
霜
白
し
庭
に
燃
え
た
つ

梅
も
ど
き

次
の
句
は
当
日
の
作
品
抄
で
す
。

Ｏ
需
に
会
い
白
い
小
菊
も

う
す
紅
に

Ｏ
冬
空
を
今
日
も
見
上
げ
つ

布
団
千
す

〇
冬
日
和
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の

音
高
く

〇
霜
の
朝
里
芋
洗
う息

白
し

〓
　

一一
　

一一
　

一一
照 要 良 淑
子 子 子 子

18億5,627万 円
18億366万 円が

、
と
り
あ
え
ず
町
広
報
紙
を
お
借

り
し
て
お
礼
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
上
色
見
洗
川
　
林
　
末
晴

191,400 nf

731,90011イ

43,530111」

22,151111

8,01311

3,346計

9,520Ⅲ2

23台

11,215,42111:

５

，

５

，

一

一

地

林

野
校

宅
田
各

土

山
原
学
公 36,448

18,

12,425 1lf

46,479,1:

77,14311イ

2,792,000円

他
一
木

Ｄ

一

σ
二

公
一庁
一そ
一
立

53  54.   55   56   57

年度

消 1方

ボ ンフ
■
枝

和
枝

光
子

丸
子

市
す
′Ｆ

町
の
飛
躍
発
展
を
願
っ
て

交
３
，■

方
億
４２

地
ｌｏ
＜

付税
990万 円
%)

田r 11党
2イ意8,895フテ円
(11_7%)

641 万 円
1.2%)

県支|
2億 7

債
鎌 2∞万円

6%) たばこ
3,336万 円

(11.5%) 町 民 税

1億2,507万 円

(43.3%)

固定資産税

1億92万円

(34.9%)

万円

郵 政 省

5億 1,086
金融公庫大 蔵 省

8億8,799万円

10

有価証参

l千↑
10台

4台

地
一一一オ

債

一校
宅
一舎
一他
一

一　
．住
一　
一，
一

一　
一営
一　
一σ
〓

一

　

一

′

一

　

一

　

一

一学
一公
一庁
一そ
一
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駐
在
員
の
推
薦
は

３
月
１５
日
ま
で
に

町
と
区
内
向
治
の
‐―１１
に
立
ち
、
行
政

の

ハ
イ
ン
役
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
い

て
い
る
嘱
託
肘
在
員
の
に
川
が
、
‐
月

二
十

一
日
で
満
了
す
る
こ
Ｌ
に
な
り
ま

し
た
。
後
任
駐
在
員
は
区
内
住
民
の
＝

■
に
よ
っ
て
町
長
が
任
命
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
ｔ
し
ま
す
，

【
任
期
】
　

″
卜
九
年
四
月

．
＝
か
わ

六
十

一
年
二
月
‐
―

．
＝
ま
で

【
推
薦
期
限
】
　

．．
月
十
／‐―
＝
す
●

職
業
訓
練
生
募
集

鹿
児
島
身
障
者
訓
練
校

鹿
―‐‐社
島
身
体
障
害
者
職
業
訓
＝
校
で

は
次
の
と
お
り
訓
”
牛
を
”

年

ｌ

ｔ

す
〓

▼
訓
練
科
目
　
田
■
科
、
ｔ
ｒ
機
器
科

汗
八
科
、
洋
服
科
、
製
版

・
印
―――――
＝
、

義
肢

・
■
共
＝
、
経
理
■
務
科

▼
入
枝
資
格
　
嗜
義
務
教
育
を
修
ｒ
ｌ
´

た
か
、
同
等
以
―‐
の
学
力
を
イー
す
る
人

２
伝
染
性
、
精
神
障
古
、
テ
ン
カ
ン
＝

疾
患
な
ど
集
団
生
活
に
不
適
当
な
条
件

の
な
い
人
ｅ
全
盲
、
ろ
う
あ
等
で
な
く

補
助
器
共
等
の
使
用
に
よ
っ
て
訓
練
が

で
き
る
人
④
障
害
の
症
状
が
固
定
し
て

訓
練
に
支
障
が
な
い
人

▼
応
募
手
続
　
最
寄
り
の
公
共
職
業
安

定
所
で
相
談
指
導
を
受
け
、
応
募
書
類

を
公
共
職
業
安
定
所
を
通
じ
て
訓
練
校

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間
　
二
月
十
六
日
か
ら
二
月

十
三
日
ま
で

Ｏ

ｍ

０

日

日

日

６

‐５

２７

町
役
場
の
支
払
日
は
、
事
務
整

理
の
都
合
上
、
勝
手
な
が
ら
五
の

つ
く
日
に
定
あ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
当
日
が
上

ｏ
日

・
祭
日
に
あ

た
る
場
合
は
翌
平
日

に
な

り
ま

す
。
支
払
時
間
は
午
前
九
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
。

固
定
資
産
課
税
台

帳
の
無
料
縦
覧
を

税
務
課
―‐‐ｉｌ
定
資
産
評
価
係
で
は
、

―～‐ｉｌ

定
資
産
税
の
納
付
占
発
送
を
前
に
、
不

動
産

（―‥
地

・
家
岸
、
償
却
資
産
）
の

所
イー
者
、
関
係
者
に
対
し
て
、
二
月

．

＝
か
い
１
十
日
ま
で
課
税
台
１１ド
の
無
料

縦
性
を
行
い
ま
す
。

家
け
は
新
築
、
増
筆
の
場
合
は
現
地

調
在
、
そ
の
ほ
か
は
原
――１１
と
し
て
法
務

変
わ
り
ま
す
ｃ

▽
速
達
郵
使
物
は
、
平
Ｈ
は
午
前

一

回
、
午
後
二
回
、
日
曜
祝
日
は
年
前

一

回
、
午
後

一
回
配
達
さ
れ
ま
す
。

▽
今
ま
で

一
月
に
二
日
配
達
し
て
い

た
地
域
も
、　
一
日
の
配
達
と

な

り

ま

す
。▽

―――
高
森
町
内
の
ポ
ス
ト
は
、
正
午

前
と
午
後
五
時
前
の
二
回
開

市

し

ま

す
。

本
町
出
身
弁
護
―‥
に
よ
る
無
刑
法
律

相
談
が
次
の
と
お
り
開
か
れ
ま
す
。
民

事
問
題
や
家
事
問
題
な
ど
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
一
一月
二
十
五
日

（Ｉ
）
午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で

◇
場
所
　
町
民
セ
ン
タ
ー
会
議
■

57年度

決 算

こ う使 わ

お
知
ら
せ

の
ベ

5億5,261万円 (23.3%)

8億8,013万円 (37.1%)

2億4,142万円 (10.1%)

2億2,398万円 (9.4%)

1億9,591万円 (8.3%)

1億6,756万円 (7.1%)

維持補修費 3,748万円 (1.6%)

災害復旧費4,958万 円 (2■ %)

繰 出 金 1“ 2万円 (0.5%)

積 立 金 937万 円 (0.4%ヽ

投資及び出資金貸付金362万円(0,1%)

歳 出 総 額

23億 7,400万 円

消防費
8,457万 円
(3.6%)

日
＝
日

局
か
ら
の
登
記
済
通
知
に
よ
っ
て
台
帳

を
事
理
し
て
い
ま
す
。

納
付
書
を
受
け
取

っ
た
後
で
、
い
ろ

い
ろ
問
い
合
わ
せ
、
苦
情
の
持
ち
込
み

を
す
る
よ
り
、
こ
の
機
会
に
あ
な
た
の

１１１
産
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
よ
う
ｏ

な
お
、
昨
年
実
施
し
た
家
屋
の
一
檀

調
査
の
結
果
は
六
十
年
度
か
ら
適
用
し

ま
す
。郵

便
物
の
配
達
を

ス

ピ

ー

ド

ア

ッ
プ

ニ
月
の
国
鉄
ダ
イ
ヤ
改
正
と
共
に
、

全
部
の
郵
便
物
が
県
内
は
翌
日
に
は
配

達
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た

隣
接
県
な
ど
に
つ
い
て
も
、
可
能
な
か

ぎ
り
翌
日
配
連
が
で
き
る
よ
う
、
ス
ピ

ー
ド
ア
ッ
フ
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
郵

使
物
の
取
り
扱
い
が
　
部
次
の
よ
う
に

値

０ ０

９ ０

０ ０

０ ０

０ ０

０ ０

０ ０

０ ０

０ ０

７ ０

０ ０

高

２２
２３
４０
７８

１７
２２
２８
３８

１０
１７
２０

値

００

００

３０

００

００

００

００

００

００

００

安

１２

２０

２４

ハ

ーー

ー５

２１

２４

６

９

し
尿
処
理
施
設
を
改
良

事
業
費
の
６０
％
は
年
金
融
資

阿
蘇
町
外
八
カ
町
村
衛
生
施
設
組
合

（組
合
長
、
河
崎
敦
夫
阿
蘇
町
長
）
の

汚
泥
処
理
施
設
が
こ
の
ほ
ど
改
良
さ
れ

ま
し
た
。

同
組
合
は
高
森
町
な
ど
阿
蘇
南
部

。

中
部
の
九
町
村
が
四
十
三
年
に
協
同
で

設
立
し
た
も
の
で
、
各
家
庭
か
ら
収
集

さ
れ
た
し
尿
を
衛
生
的
に
処
理
浄
化
し

て
い
ま
す
。

近
年
、
余
剰
汚
泥
処
理
の
■
注
設
備

や
機
器
が
と
朽
化
し
、
汚
泥
が
処
理
水

と
と
も
に
あ
ふ
れ
出
す
な
ど
の
弊
害
が

あ

っ
た
た
め
、
昨
年
二
月
か
ら
総
Ｉ
費

九
千
四
百
五
十
万
円
を
か
け
改
良
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
ｃ

処
理
能
力
は

一
日
三
十
六
キ
ロ膨
。
ニ

ン
ト

の
収
集
中
で
二
十
台
分
．

な
お
、　
こ
れ
ら
の
政
良
Ｅ
■
に
あ
た

っ
て
は
、
総
上
費
た
千
四
百
五
―
万
円

の
う
ち
六
〇
ギ
の
五
千
六
百
Ｌ
Ｉ
万
円

は
年
金
積
立
金
の
還
元
融
資
に
よ
っ
て

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

歳 出

商工費
2,244万円
(1.0%)

●  ●

●

4億324万 円

…・918万 円

120万 円

1,000万 円

2,080万 円

… 800万 円

…850万 円

2,400万 円

252万 円

585万 円

280万 円

衛生費
8,297万 円
(3.5%)

歳

議会費
6,258万 円
(2.6%)

災害復旧費
4,958万 円
(2.1%)

― 総   務 一

〇役場庁合新築…… ・ ・ … … ………

○ [屯 見地区地籍調査……… … ・ … ……

― 民   生―

〇地方改善事業 (排水i占 ・F均 路11)・ …

― 農 林水 産一

〇林業総合センター新築  ……… … ……

○地域改善事業 (`|‖ 1室・竹埋棟・農通)・…

○防災営農事業 (′ ウヽス・洗浄磯・+壌矯|11)

○坊ケ平 。内山i留 池改1参 ……… …… …

○り11の 本間伐作業道……………… ……・…

○池の迫農免道路 ―…… ………・― ・…

… 土   木一

〇町道大戸ノ||一 本河原線政良――… …………

○町道社倉――蔵地線舗装…………… … ・…

○町道脚 1-水湛線舗装… …… … … ……

○町道蔵地一り|llI線舗i装… ・… ・ ………

(Э 県道改良負担金…… ……………・… … …

… 消   防―

()5分団 2部 111搬 ホン~′

積枚 |IⅢ  ……………

〇部落設置防火水喘|||,助 (13基 )… … …… ・

0役場|「 合内防火水1111  ・………… …・

一教  育―

(:)ギ |:部 中学校幣‖|'(門 |「・張芝・排水路)・

木材共販市況

1億 420万 円

1億 1,142万 円

… 2,164万 円

… 1,576万 円

…… 222万 円

…… 210万 円

1/14市 況●
1町 民 1人 当り|こ

使った′
費用

255,11〕 2円

町民 l人 当 りが

納めた税金

31,053円

ス  ギ

長さ

4m

3m

径 級

7～ 13C皿

14^-22
24´ レヽ28
30以 上

7～ 12

13～ 18

20～ 28
30以 L
7へ 1́4
16～ 28

30以上

2n■
出入う)区

国
健

民
康保険

簡易水道

住宅新築
資 金 等

6億 2,070万 円

6,757万 円

296ノブ|[|

3,540万 111

6,580万 円

436万 11

キ

11～ 13

14～ 22
24´ヽ́28
30以上

10へ 1́2

13～ 18

20～ 28
16～ 28

13～ 18

18,000
33,600
42,000
52,000

17,000
20,000
36,800
20,500
46,800

ｍ

ノ

ｍ

６

ヒ

４

6

31,500
41,550
51,000
62,500

23,000

ｍ

ｍ

人 件 費

普
事

通建設
業 費

物件費

公債費

補助費

今
月
の
支
払
日

総 務 費
7億 3,150万円

(30・ 8%)

農林水産業費
4億3,267万円
(18.2%)

円752フテ2イ意7

7 %

生

3,334万 Fl老人保健
732万 円

高森町森林組合



第294号  (4)広 報 た か も り昭和59年 2月 l日広 報 た か も り 昭和59年 2月 1日(7)第 294号

国
民
健
康
保
険
の
申
告

前
年
中
に
所
得
が
な
か
っ
た
り
、　
一

人
暮
わ
し
の
老
人
世
帯
で
も
中
告
義
務

が
法
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
が
使
う
医
療
費
は
み
ん
な
で

負
担
し
あ
う
の
が
保
険
税
で
す
。
中
告

所
得
が

一
定
金
額
以
下
の
場
合
に
は
、

保
険
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
の
で
、
国
保

世
帯
は
必
ら
ず
、
納
税
相
談
期
間
中
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

け
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

▽
給
与
の
年
間
収
入
が

一
千
万
円
を
超

え
る
人

▽
給
与
所
得
や
退
職
所
得
を
除
く
他
の

所
得
の
合
計
額
が
二
十
万
円
を
超
え

る
人

▽
ニ
カ
所
以
上
か
ら
給
与
所
得
の
あ
る

人

▽
同
族
会
社
の
役
員
や
そ
の
親
族
な
ど

で
、
そ
の
会
社
か
ら
給
与
の
ほ
か
に

，
付
金
の
利
ｒ
、
店
舗
、
工
場
な
ど

の
賃
貸
料
な
ど
の
支
払
い
を
受
け
て

い
る
人

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
確
定
中
告

③
確
定
申
告
を
す
れ
ば
税
金
が
妖
る
人

▽
医
療
費
が
多
い
人

▽
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
人

▽
マ
イ
ホ
ー
ム
を
建
て
た
か
、
購
入
し

た
人

▽
年
の
中
途
で
退
職
し
て
、
そ
の
後
再

就
職
し
て
い
な
い
た
め
年
末
調
整
を

受
け
な
か
っ
た
人

町
県
民
税
は
、
別
名
住
民
税
と
も
い

わ
れ
、
私
た
ち
の
最
も
身
近
か
な
税
金

で
、
町
民
生
活
の
向
上
に
直
接
活
用
さ

れ
る
重
要
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
こ
の
町
県
民
税
の
中
告
時
期
と

な
り
ま
し
た
。
お
近
く
の
納
税
相
談
会

場
で
、
申
告
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

町

・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人

▽
農
業
や
商
店
な
ど
を
経
営
し
て
い
る

人

（町
県
民
税
の
中
告
占
は
所
得
の

多
少
に
か
か
わ
ら
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
）

▽
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
以
外
の
所
得
が
、

二
十
万
円
以
下
で
、
確
定
中
告
を
し

な
い
人

▽
昨
年
中
に
退
職
し
た
人
で
、
こ
と
し

一
月

一
日
現
在
就
職
し
て
い
な
い
人

▽
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
を
受
け
よ

う
と
す
る
人

巡回納税相談日程表

納
税
本目
祓
の

かヽ`｀

し

禾」
用
を

００
０Ｃ

山

野

留

名

１

３

後

”
一
２

主
婦
が
パ
ー
ト
で
働

い
て
収
人
が
あ
る
と
、

二
つ
の
面
で
税
金
に
関

係
が
あ
り
ま
す
。
収
入

が

一
定
額
以
上
に
な
る

と
、
夫
の
所
得
か
ら
配

偶
者
控
除
が
受
け
ら
れ

な
く
な
っ
た
り
、
働
く

主
婦
自
身
に
税
金
が
か

か
っ
た
り
し
ま
す
。

パ
ー
ト
収
ノヽ
は
ふ
つ

う
給
与
所
得
に
な
り
ま

す
の
で
、
年
収
か
ら
綸

与
所
得
控
除
額
を
た
し

引
い
た
残
額
が
有
十
万

′

円
以
ド
で
あ
れ
ば
配
偶

者
枠
除
（，
Ｆ
九
万
円
）

が
受́
け
ら
オー
ま
す
。

こ
の
給
与
所
得
控
除
額
は
年
収
百
二
十

五
万
円
ま
で
は
一
律
五
十
万
円
で
す
の

新
春
恒
例
の
消
防
出
初
め
式
が

一
月

十
日
高
森
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ

れ
、
宇
藤
団
長
以
下
十

一
分
団
三
卜
二

部
、
三
百
九
十
人
、
高
森
中
少
年
消
防

隊
二
十
四
人
、
■
両
十
四
台
、
可
搬
ボ

ン
フ
八
台
が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
し
た
。

午
前
九
時
二
十
分
、
爆
竹
を
合
図
に

各
分
団
が
入
場
し
て
黎
列
。
塚
本
副
団

長
の
総
指
揮
の
も
と
に
、
国
肛
掲
揚
、

全
国
殉
職
消
防
団
員
に
対
し
黙
と
う
を

さ
さ
げ
た
あ
と
、
各
分
団
ご
と
に
瀬
井

町
長
の
通
常
点
検
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
別
所
の
堤
ま
で
分
列
行

進
を
し
、
堤
を
扇
形
に
取
り
田
ん
で
一

斉
放
水
。

エ
ン
ジ
ン
音
を
高
ら
か
に
響

か
せ
、
二
十
三
本
の
ホ
ー
ス
に
よ
る
水

の
ア
ー
チ
が
空
高
く
で
き
ま
し
た
。

こ
の
日
の
表
杉
関
係
は
次
の
と
お
り

で
、
年
収
が
也
調
方
円
ま
で
は
配
偶
者

控
除
が
受
け
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

ま
た
、
年
収
給
与
所
得
控
紛
（瀬
陸
撻

し
引
い
た
額
が
基
礎
控
除

公
＋
廿
為
万

円
）
を
超
え
る
と
、
主
婦
自
身
に
所
得

税
が
か
か
り
ま
す
。

で
す
。

【
通
常
点
検
】
①
第
三
分
団

（中

・
矢

津
田
）
②
第
七
分
団

一
・
二
部

（上
色

見
）
０
第
五
分
団

（市
街
地
）

【
県
消
防
協
会
長
表
彰
】
▽
功

績

章

（勤
続
二
十
年
）
三
森
勝
義
、
小
糸
善

康
、
工
藤
正
昭
、
本
田
隆
康
、
今
村
助

男
、
松
尾
依
彦
、
鶴
林
正
昭
　
▽
勤
績

草

（勤
続
十
五
年
）
勝
木
千
敏
ほ
か
十

七
人

【
一
般
表
彰
】
▽
消
防
施
設
用
地
提
供

者
　
工
藤
善
蔵

（下
切

・
大
切
畑
）
、

草
村

一
富

（野
尻

・
蔵
地
）
、
津
留
武

利

（高
森

・
林
）
、
熊
谷
薫

（尾
下

・

牧
戸
）
、
伊

藤

政

明

（熊
本
市
）

▽
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
提
供
　
塚
本
年
男

（高
森

。
下
町
）

|1会   場

畜産センター

林 業 セ ン ター

区
1  喜 :

| |  ルし

1日 |‐〒肩面高
轟

面

景

鈴

祖
母
山
七
合
日
、
国
見
峠
を
頂
点

と
し
て
、
熊
本
県
と
人
分
県
、
熊
木

県
と
宮
崎
県
の
県
境
を
西
に
向
か
っ

方
に
小
さ
な
石
の
ほ
こ
ら
が
あ
り
、

村
の
人
は
山
の
神
と
た
た
え
て
い
ま

す
。
山
付
、
神
原
の
人
達
に
よ
っ
て

毎
年
二
月
十
六
日
中
祭
り
と
言
っ
て

神
酒
を
さ
さ
げ
、
く
さ
ぐ
さ
の
物
を

供
え
て
、
五
穀
豊
じ
ょ
う
、
牛
馬
安

全
、
家
内
繁
昌
を
祈
願
し
て
き
た
と

の
こ
と
で
す
が
、
近
年
は
さ
た
や
み

に
な
っ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

竹
田
市
田
原
地
区
の
県
道
わ
き
に

は
越
敷
登
山
日
の
大
標
柱
が
建
て
ら

れ
て
い
て
、
同
方
面
か
ら
の
登
山
者

の
数
は
熊
本
県
側
よ
り
の
そ
れ
を
ず

っ
と
上
回
る
よ
う
で
す
。

山
の
南
面
断
崖
の
下
に
適
当
の
広

場
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
は
以
前

お
仮
屋
が
あ
っ
て
、
参
ろ
う
修
験
の

者
が
訪
れ
た
時
期
も
あ
り

ま

し

た

が
、
い
つ
の
こ
ろ
に
か
焼
失
し
ま
し

た
。祖

母
山

一
帯
は
自
然
の
宝
庫
と
い

わ
れ
、
動
植
物
の
種
類
も
多
く
、
そ

の
保
全
愛
護
に
つ
い
て
厳
し
い
取
り

締
ま
り
も
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

経
済
開
発
が

一
歩
先
に
進
み
、
山
の

容
相
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き

ま

し

た
。
人
々
の
懐
を
肥
や
す
経
済
開
発

と
、
人
々
の
心
を
温
め
る
観
光
行
政

と
軽
重
の
か
な
め
は
何
に
よ
っ
て
決

め
ら
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
越
敷

岳
も
高
森
町
と
竹
田
市
に
よ
っ
て
南

北
に
三
分
さ
れ
、
自
然
と
開
発
の
二

つ
の
顔
を
見
せ
て
い
ま
す
が
、　
一
つ

の
山

一
つ
の
観
光
地
と
し
て
両
者
の

話
し
合
い
に
よ
る
共
同
管
理
の
必
要

性
を
痛
感
し
ま
す
。

【
メ
モ
】
　
高
森
側
か
ら
の
登
山
順

路
は
津
留
か
ら
上
津
留
、
山
付
、
神

原
を
経
て
、
部
落
の
外
れ
か
ら
左
に

入
り
、
小
川
を
渡
っ
て
野
道
を
た
ど

り
、
更
に
杉
の
造
林
、
雑
木
林
を
抜

け
て
頂
上
に
向
か
い
ま
す
。
頂
上
近

く
東
北
の
崖
の
く
ば
み
に
さ
さ
や
か

な
岩
清
氷
が
あ
り
ま
す
。

∧
内
田
秀
憲
Ｖ

て
流
れ
る
一
つ

の
尾
根
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
ｉ

つ
の
な
だ
ら
か

な
稜
組
の
端
末

を
締
め
く
く
る

よ
う
に
二
つ
の

奇
峰
が
そ
そ
り

立

っ
て

い

ま

す
。

一
つ
を
越

敷
岳
、
も
う

一

つ
を
筒
岳
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

「
こ
し
き
」
と

名
付
け
ら
れ
た

い
わ
れ
は
詳
し

く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
そ
の
形
が

こ
し
き

（米
な

ど
を
蒸
す
器
、
せ
い
ろ
う
）
に
似
て

い
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
標
高
千
六

十
九
材
女
、
子
ど
も
も
楽
し
く
頂
上

を
極
め
る
こ
と
が

で
き

ま
す
。
こ

の
山
は
頭
が
二
つ
あ
っ
て
、
そ
の
両

161横   1町 村
~ |~

17昭   和 冬

20下   町‖!:
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上

旭
一
生

野
¨
尾
・

今
年
も
昭
和
五
十
八
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
、
お
よ
び
五
十
九
年
度
町
県
民
税
と
事
業
税
の
申
告
時
期
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
の
申
告
は
、
み
な
さ
ん
の
昨
年

一
年
間
の
所
得
に
つ
い
て
行
う
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
給
与
所
得
だ
け

の
人
で
、
勤
務
先
で
年
末
調
撃
が
行
わ
れ
た
人
な
ど
は
、　
一
般
に
中
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

矢 津 田1  中  1草部北部集会
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井上
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中園
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百時
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「

前原、

戸狩、
山 鳥

上
夕こ

規律正 しく、勇壮に

恒例の消防出初め式

※上記日程に申告できなかった方は 3月

14、 15日 役場税務課で受付

パート収ズと所得税の関係

●  ●

越

敷

岳

申
告
は
２
月
１６
日
か
ら
３
月
１５
日
ま
で
に

ノミー ト

かか る受けられない

の

え
受 |ナ

を 超
なら It

師 用者で‐

9万円以上

理で
・
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舞寒繁滋

除が |に所得税が
/く 一 ト

かからなし

瀬井町長の通常点検を受ける消防団員

一
　

一
．

―|

3

主婦 の パー トと所得税  |



(5) 第 294号 広  報  ′こ か  も  り 昭和59年 2月 1日

101人が大人の仲間入り

成
人
の
日
の
十
五
日
、
若
人
の
新
し

い
門
出
を
祝
う
式
典
が
、
林
業
総
合
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
ス

ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
若
者
や
、
振
り
そ

で
に
蒼
飾
っ
た
娘
さ
ん
た
ち
で
販
わ
い

■
や
か
さ
で
い
っ
ば
い
で
し
た
。

今
年
、
晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り
し

た
の
は
、
男
七
十
七
人
、
女
七
十
七
人

の
あ
わ
せ
て
百
五
十
四
人
で
す
。

成
人
者
が
生
ま
れ
た
、
三
十
八
、
三

十
九
年
は
高
度
経
済
成
長
時
代
の
幕
開

け
の
年
で
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

町
で
は
行
政
事
務
を
能
率
化
し
て
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
庁
合

内
の
玄
関
ロ
ビ
ー
に
提
言
箱
を
設
け
て

お
り
ま
す

（写
真
）
ｃ

提
言
箱
の
近
く
に
記
載
台

が

置

か

れ
、
筆
記
具
と
用
紙
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。
町
発
展
の
た
め
の
建
設
的
な
意

見
、
農
政
や
道
路
、
実
生
活
に
密
着
し

た
要
望
な
ど
、
ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と

で
も
結
構
で
す
、
思
い
の
ま
ま
ご
提
言

く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
要
望
、
苦
情
な
ど

は
、
実
施
で
き
る
も
の
は
担
当
課
に
回

料
は
無
駄
に
な
り
ま
せ
ん
ｃ

そ
し
て
、
最
低
二
十
五
年
の
保
険
料

を
納
め
る
と
、
隠
選
後
に
老
齢
年
金
を

受
け
て
、
し
っ
か
り
し
た
後
半
陛
の
生

活
設
計
が
成
り
立
ち
ま
す
。

あ
な
た
も
、
い
ま
す
ぐ
役
場
町
民
課

国
民
年
金
係
に
、
印
鑑
を
持
参
し
て
、

国
民
年
金
加
入
の
手
続
き
を
す
ま
せ
ま

し
ょ
う
。

し
て
即
決
を
う
な
が
し
ま
す
。
ま
た
、

す
ぐ
実
施
で
き
な
い
も
の
は
機
会
あ
る

ご
と
に
チ

エ
ツ
ク
、
検
討
を
重
ね
て
解

決
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
に
投
か
ん
さ
れ
た
提
言
。

提
言
　
玄
関

ロ
ビ
ー
に
鏡
を
つ
け
て
い

た
だ
き
た
い
。

―
―
　
適
当
な
場
所
を
見
つ
け
て
設
置

す
る
よ
う
計
画
中
。

圏
一朧
で
Ｔ
戯
ム
で
す
囲
腱
一鋸
村翁
で
二Ｖ

成
人
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
お
め
で

と

う

。
あ
な
た
も
二
十
歳
に
な
る
と
、
成
人

Ｌ
し
て
多
く
の
権
利
と
義
務
が
生
ま
れ

ま
す
。
国
民
年
金
に
加
入
す
る
の
も
そ

の
一
つ
で
す
。

国
民
年
金
は
、
農
林
漁
業
、
商
工
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
自
営
業
者
と
、
そ

の
家
族
、
従
業
員
五
人
末
満
の
職
場
で

働
く
人
び
と
と
、
そ
の
家
族
の
た
め
に

国
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

二
千
七
百
十

一
万
人
が
加
入
し
、
六

百
七
十
七
万
人
以
上
が
年
金
を
受
け
て

い
る
わ
が
国
で
は
一
番
大
き
な
年
金
制

●

●

か
れ
、

「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
」
が

ヒ
ッ
ト
、
新
千
円
札
が
発
行
さ
れ
た
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。

式
典
は
午
前
十
時
か
ら
行
わ
れ
、
帰

省
し
た
若
者
も
含
め
百

一
人

（男
五
十

四
人
、
女
四
十
七
人
）
が
参
加
。
瀬
井

町
長
が

「成
人
の
日
を

一
大
躍
進
の
ス

タ
ー
ト
と
し
て
、
自
ら
の
人
生
を
開
拓

す
る
と
共
に
、
国
の
将
来
を
担
い
、
大

自
然
に
恵
ま
れ
た
こ
の
良
き
ふ
る
さ
と

を
よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
に
奮
起
し
て

く
だ
さ
い
」
と
は
な
む
け
の
言
葉
を
送

り
、
続
い
て
成
人
者
代
表
の
伊
藤
磨
祐

巳
さ
ん

（矢
津
田

・
小
村
）
に
記
念
品

を
贈
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
新
成
人
を
代
表
し

て
上
色
見

。
中
原
の
高
倉
清

孝

さ

ん

（農
業
）
が

「今
日
の
こ
の
感
激
と
希

望
を
生
涯
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
い
か
な

る
事
態
に
直
面
し
よ
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
道
で
努
力
し
、
社
会
の
発
展
に
尽
く

し
た
い
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。
こ
の
後
、
矢
津
田
勇
次
さ
ん

（農

業
）
、
立
山
広
美
さ
ん

（学
生
）
、
■

下
雄
美
さ
ん

（会
社
員
）
、
野
尻
さ
お

度
で
す
ｃ
国
民
年
金
に
加
入
し
て
、
満

一
年
保
険
料
を
完
納
す
れ
ば
、
交
通
事

故
で
障
害
者
に
な
っ
た
り
、
夫
に
死
な

れ
て
未
亡
人
に
な
っ
た
り
し
た
と
き
、

生
涯
を
障
害
年
金
や
母
子
年
金
で
保
障

さ
れ
ま
す
。
職
場
が
か
わ
れ
ば
、
ほ
か

の
年
金
に
通
算
さ
れ
て
、
掛
け
た
保
険

り
さ
ん

（学
生
）
の
四
人
が
成
人
と
し

て
の
自
覚
、
主
張
を
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
閉
式
後
町
青
年
団
体
連
絡
協

議
会
主
催
の
記
念
行
事
が
行
わ
れ
、
各

団
体
の
紹
介
、
先
斐
と
し
て
の
ア
ド
バ

イ
ス
、　
ユ
ニ
ー
ク
な
歌
の
技
露
が
あ
り

成
人
者
も
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
て
楽
し
そ
う

で
し
た
。

明
る
い
町
づ
く
り
に

あ
な
た
の

一
言
を

量巫仏類警

一一■
轟

ム

|liド !|||:||

茫

驀鐵ヾ



昭和59年 2月 1日 広 報 た か も り 第 294号   (6)

農
業
後
継
者
と
し
て
　
　
　
は
あ
り
ま
す
が
、
夏
の
仕

中

・
祭
場

　

」大
浄
汗
田

， 男

力
（　

　

哺
魏
絲
相
な
印
妹
籠
だ
蹂

高

く

そ
し
て
大
き
く
　
　
　
和
で
満
ち
足
り
た
人
生
の

高
森
・
下
町
　
立

・田
　
・広

羊
（　
　
時
か
籐
戯
嶽
″
制
に
ち
導

と
し
て
の
権
利
を
主
張
し
、
義
務
を
負

い
、
社
会
的
責
任
を
痛
感
し
、
今
日
の

教
訓
を
し
っ
か
り
胸
に
刻
み
、
自
己
の

人
間
形
成
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

若
々
し
い
精
神
と
情
熱
を
持
っ
て
歴

史
の
最
先
端
に
立
っ
て
い
る
私
た
ち
を

今
ま
で
人
間
が
し
て
き
た
英
知
を
受
け

継
ぎ
発
展
さ
せ
る
と
い
う
使
命
感
が
支

え
て
い
ま
す
。

今
日
の
決
意
を
い
つ
の
日
か
思
い
出

せ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
を
自
ら
の
希

望
、
夢
に
向
っ
て
一
歩

一
歩
進
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は

昭
和
三
十
八

年
の
平
和
な

時
代
に
生
ま

れ
、
何

一
つ

不
自
由
な
く

育
ち
ま
し
た
。　
一
昨
年
高
校
を
卒
業
す

る
ま
で
家
庭
の
援
助
に
よ
っ
て
学
生
生

活
を
送
っ
て
き
ま

し
た
。
学
生
時
代

か
ら
雨
の
日
も
風

の
日
も
送
り
続
け

て
く
れ
た
父
の
期

待
に
対
し
て
後
継

者
と
し
て
の
念
は

持
ち
続
け
て
き
ま

し
た
。
い
よ
い
よ

卒
業
す
る
こ
と
に
な
り
、
ク
ラ
ス
の
半

数
以
上
が
就
職
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

い
か
に
現
代
の
農
業
が
厳
し
い
も
の
で

あ
る
か
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

自
分
で
決
め
た
後
継
者
と
は
い
え
不

安
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
幸
い
に
し
て
こ
こ
に
は

土
地
が
あ
り
ま
す
、
高
原
が

あ

り

ま

す
。周

囲
の
環
境
に
合
わ
せ
精

一
杯
の
努

力
を
し
て
み
よ
う
と
心
に
決
め
て
帰
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
二
年
間
、
そ
菜

と
畜
産
を
こ
の
手
で
や
っ
て
き
ま
し
た

が
、
天
候
と
出
荷
価
格
の
変
動
に
不
安

幸
い
私
の
地
域
に
も
公
団
に
よ
る
地
域

開
発
、
牧
野
改
良
が
進
め
ら
れ
、
広
い

範
囲
に
わ
た
り
道
路
も
り
っ
ば
に
舗
装

さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
先
輩
の
指
導
と
私
た
ち
の
努

力
に
よ
っ
て
り
っ
ば
に
責
任
を
果
た
す

こ
と
こ
そ
後
継
者
と
し
て
の
心
構
え
と

思
い
ま
す
。

●

″
は
た
ち
″

そ
れ
は
、
社

会
の
一
員
と

し
て
だ
れ
の

力

も

借

り

ず
、
自
力
で

未
来
へ
歩
い
て
い
く
と
い
う

一
つ
の
節
　
　
今
日
か
ら

一
般
の
社
会
人
と
同
等
の

目
を
表
す
重
い
言
葉
と
思
い
ま
す
。
平
　
法
律
下
に
お
か
れ
、
家
族
の
保
護
を
離

れ
個
人
と
し
て
の
主
張
が
で
き
る
と
同

時
に
、
社
会
の
秩
序
を
乱
す
行
為
が
あ

れ
ば
社
会
的
制
裁
を
受
け
ま
す
。
成
人

新
成
人
の
意
見
発
表
か
ら

責
任
感
と
人
間
関
係

色
見
・
山
鳥
　
岩

下

私
は
今

一

の
官
町
の
電

気
部
品
メ
ー

カ
ー
に
勤
め

て
い
ま
す
。

会
社
で
勉
強

将

来

の

希

望

津
留
。
中
江
　
野

尻

私
は
き

よ

う
だ
い
三
人

の
末
っ
子
と

し
て
生
ま
れ

、
下
に
弟
、

妹
が
い
な
い

た
め
時
々
寂
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

い
つ
し
か
小
さ
い
子
ど
も
が
好
き
に
な

り
、
小
学
、
中
学
、
高
校
と
進
む
に
つ

れ
て
保
母
に
な
る
こ
と
へ
の
決
心
が
固

ま

っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

さ
お
り́
　
道ｔ́な舞凍たっけ矧卸〔脚

育
科

へ
進
学
、
成
人
と
同
時
に
卒
業
し

ま
す
。

こ
れ
か
ら
保
育
園
か
幼
稚
園
に
就
職

し
、
私
が
今
ま
で
身
に
つ
け
た
こ
と
、

修
得
し
た
こ
と
な
ど
を
小
さ
い
子
ど
も

た
ち
に
植
え
付
け
る
努
力
を

す
る

と

と
も
に
、
社
会
的
奉
仕
を
し
、
自
覚
と

責
任
あ
る
行
動
を
取
り
、
精

一
杯
こ
れ

か
ら
の
人
生
を
歩
ん
で
い
く
つ
も
り
で

す
。

に
な
っ
た
こ
と
を

一
、
二
点
堀
り
出
し

て
み
ま
し
た
。
ま
ず
、
入
社
し
た
当
時

の
こ
と
で
す
が
、
自
分
の
仕
事
に
責
任

を
持
て
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
の
会
社

は
二
百
五
十
人
の
社
員
が
い
ま
す
が
、

そ
の
八
十
で
は
女
子
社
員
で
す
。
そ
の

リ
ー
ダ
ー
的
役
割
り
を
果
た
す
の
が
私

た
ち
男
子
社
員
で
す
。
自
分
の
仕
事
、

つ
ま
リ
リ
ー
ダ
ー
的
立
場
の
私
が
責
任

感
と
い
う
も
の
を
無
く
し
た
ら
ど
う
な

る
で
し
ょ
う
か
、
た
ぶ
ん

雄̈
・〓^
　
轍時咄鶴．は一」は卸最

く
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
め
責
任
感
と
は

仕
事
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
私
生
活

の
中
で
も
当
然
見
失
っ
て
は
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

次
に
人
間
関
係
で
す
。
人
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
顔
が
あ
り
、
生
活
も
ま
た
人
そ

れ
ぞ
れ
で
す
。
大
勢
の
中
に
あ
っ
て
人

間
関
係
を
う
ま
く
作
っ
て
い
く
の
は
難

し
い
こ
と
で
す
。
お
互
い
心
か
ら
泣
い

て
笑
っ
て
話
し
合
え
る
友
達
を
作
り
た

い
、
私
は
い
つ
も
そ
う
思
っ
て

い
ま

す
。今

日
か
ら

一
人
の
大
人
と
し
て
生
き

て
い
き
ま
す
。
職
場
、
地
域
で
早
く

一

人
前
の
社
会
人
と
認
め
て
も
ら
え
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
。

の
節
目
を
大
事
に
し
、
今
ま
で
の
人
生

を
踏
み
台
に
し
て
高
く
、
そ
し
て
大
き

つ
飛
び
立
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
戦
争
も

知

ら
ず
、
大
し
て

苦
労
も
せ
ず
、
恵
ま
れ
た
条
件
の
中
で

育
っ
た
成
人
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

●
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